





































































・ 学生がより高次の思考（分析, 統合, 評価）に没入している． 
・ 学生が読み, 議論し, 書くといった活動に従事している． 
・ 学生が自分自身の態度や価値観を探求することに, より重点が置かれている．（[3, p.2-3]） 
 

































1-2. 稚内北星学園大学における COC事業 




 平成 26 年度地(知)の拠点整備事業で採択された「地域の教育力向上とまちづくりで協働
する地(知)の拠点整備」は，北海道宗谷地域とりわけ稚内市及び利尻町における地域の教
育力向上と観光まちづくり・中心市街地活性化を図る事業である． 








































































 2018 年 3 月現在，わくラボは本学本館１階に設置されている．わくラボには，授業や学生の自主的
な学修で利用できる予約可能な２ブースが設置されており，学生の気軽な利用を想定している
「Student Lounge」も１ブースが設けられている(図 1-1)．また，パソコン・タブレット端末・電子黒板・
Wi-Fi などの ICT 機器も設置されており，学生が自由に利用できる．AL に必要な図書が用意されてお
り，必要があればわくラボの真上に図書館があるので，文献の確認も容易である． 
学習コンシェルジュには，修士（環境学）を取得し，日本やオーストラリアへの留学経験をもつ高シ
























ボのあり方を検討することである．以下，第 2 章各節において担当者が報告を行い，第 3 章では全体
を通したまとめと今後の課題を述べる．なお，第 1 章は安藤友晴，第 2 章第 1 節は高シュウ，第 2 章






生アンケート」）を用いて，3 つの事例を報告する．1 つ目はわくラボ運営の根幹となる「AL 導入実態」
調査報告， 2 つ目は「わくラボ学習プログラム」事例報告，3 つ目は「（学生の）わくラボ利用」調査
報告である．それに先立ち，次節で 2 件のアンケート調査概要を示す．尚，本アンケート調査は，COC
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の意識調査」  
a. 実施期間: 2017年12月8日〜12月22日 
b. 調査対象者: 専任教員22名 
c. 調査目的:  
① AL の導入実態を明らかにする 
② 教員側から見たAL の導入による学生への学習効果 
③ 今後AL 授業の展開について 







f. 回収状況  
コース 配布数 回収数 回収率
情報テクノ ロジー 4 1 25%
地域デザイン 3 2 67%
メ ディ ア表現 5 2 40%
ビジネス観光 4 0 0%
数学教育 6 4 67%
未記入 2 -


















  学習に困ったことはあるかどうか，困難と感じた科目の詳細について 
 ※困難と感じた科目の選択肢について日本人学生は「英語」，留学生は「日本語」に設置した． 
・ 学習コンシェルジュについて 
  利用要件とその満足度，利用したことがない場合はそれに対する理由 
 ※留学生用には利用要件の選択肢に「日本語」を追加した． 
・ わくラボについて 
  利用頻度，ほとんど利用していない場合はそれに対する理由 
・ 「わくラボ学習プログラム」について 
  認知度と参加状況，参加したことがない場合はそれに対する理由 
    ・ わくラボ・学習コンシェルジュについて自由記述 
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 AL を導入している専任教員はおおよそ 8 割を占め，特に情報テクノロジー，地域デザイン，数学
教育コースでの導入率が高く，いずれも 100%導入しているという回答が得られた(図 2-1)．コースごと
による導入頻度は図 2-2 で表す．質問紙に書かれた科目別のAL 導入状況は表 1 で表す． 
 
図 2-1 コースごとによる授業に ALを導入している専任教員の割合 
 
 
図 2-2 コースごとによる ALの導入頻度 
 
表 1 科目別 ALの導入頻度 
 













図 2-3 AL授業に対して学生の反応 
 
 学生の学習効果を感じるかに対し，教員の意見は半々であった(図 2-4)，効果があると感じる教員へ








図 2-4 ALの学習効果 
 
表 2 学習効果を感じる AL要素の順位 
AL要素 順位
プロジェ クト 型学習を取り入れた
授業・ ゼミ ・ 演習
2
協調・ 協同学習 1




【③今後の AL 授業展開について】 
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図 3-1 「わくラボ講座」—「参考文献の書き方」の様子（左） 
















 2016 年度前期はレポート・レジュメ・パワーポイント等の作成 4 回，英語 2 回において他分野教員
を招き，計 6 回・延べ 46 名の学生が参加した．後期はこれらに加えて，プレゼンのコツ 1 回，発表リ
ハーサル 2 回を設け，計 8 回・延べ 59 名の学生が参加した． 
 2017 年度では，参考文献の書き方・プレゼンやノートの取り方等を 3 回，英語 2 回を開催し，最終
回では教員 3 人によるレポート個別指導を試みた．また，「プレゼンの進撃篇」では，1 年必修科目「基
礎演習Ⅰ」と連動し 1 年生の参加を促すため，基礎編は授業内実施・上級編は「わくラボ講座」で行




試験」・「SPI 対策」等就職活動に役に立つ内容を 2 回ずつ行ったが，学生の参加はいずれも初回のみ
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【サイエンスカフェ】 
 「サイエンスカフェ」は学生の学習意欲向上に加え，教職員間の研究相互理解も念頭におき，2016























































 日本人学生の 1 週間における授業外の学習時間を図 4-1 で示した．授業外の学習時間が圧倒的に極
端になっていることがわかった．3 時間未満である学生はおおよそ全体の 8 割も占め，「3 時間-5 時間」，
「6 時間-8 時間」，「11 時間以上」はそれぞれ 11%，4%，3%であった．その一方で，留学生の学習時
間は比較的に均衡的に分布し，33%の留学生は 1 週間に 11 時間以上を学習に時間を費やしていること
がわかった(図 4-2)．  
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図 4-3 日本人学生が困難と感じている科目・課題 
 
 
図 4-4 留学生が困難と感じている科目・課題 
【②学習コンシェルジュの利用】 











図 4-5 日本人学生学年別学習コンシェルジュ利用の割合 
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 留学生ではおおよそ 6 割の学生が利用したことがあった(図 4-7)．学習コンシェルジュを利用しない





図 4-7 留学生による学習コンシェルジュ利用の有無 
 
図 4-8 留学生学年別学習コンシェルジュ利用の割合 
                                                   















表 4 日本人学生(左)及び留学生(右)による学習コンシェルジュの利用用件 
  
【③わくラボの利用】 
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図 4-9 日本人学生学年別わくラボの利用頻度 
 
 
図 4-10 留学生学年別わくラボの利用頻度 
 







 「わくラボ学習プログラム」の詳細については 2-2 でも述べたが，ここでは学生の参加状況につい
て説明する．また，該当学習プログラムは主に日本人学生を対象としているため，留学生の参加状況
は取り上げないこととする． 
 まず，「わくラボ学習プログラム」の認知度については学年別の結果は図 4-11 となっている．1 年
生の認知度は一番高いのは，必修科目である「基礎演習」が学習コンシェルジュ連携科目と結び，そ





図 4-11 学年別学習プログラムに対する認知度 
 
 






































































































5. “文部科学省大学教育・学生支援推進事業【テーマ A】大学教育推進プログラム成果報告書: .自
学自習力育成による学習意欲と学力の向上” ．九州工業大学． http://www.ltc.kyutech.ac.jp/wordpr
ess/img/f6c6718260f0d0c1d6ba511ffaca17c3.pdf，(参照 2018-03-29)． 





















































































A Case Study of the Learning Commons of Wakkanai Hokusei Gakuen University  
－with focus on its fundamental perspective－ 
 
 英文要約 
The Learning Commons of Wakhoku Media Lab (refere as “Wak-lab” afterwards) is established as Wakkanai 
Hokusei University was adopted by the program of Center of Community (COC) of Ministry of Education, 
Culture, Sports, Science and Technology in 2014. Wak-lab functioned as the base of Active Learning that 
equipped with new techniques allows students to have an easy access to the information. Besides, Student 
Concierge is available for student to consult with their study problem such as academic writing, presentation and 
etc. The purpose of this paper and the following one ([1]) is by identifying Wak-lab’s management problems to 
review its role as well as Student Concierges’. The first paper precisely, based on the results of the questionnaire 
surveys targeted at students and teachers to clarify the current use of Wak-lab and therefore, reconsidered its 
concept.  
